
 

 

 

２０２１年６月２３日 

東日本旅客鉄道株式会社 

盛 岡 支 社 

東北デスティネーションキャンペーン 

上野駅で「いわて産直市」を開催します！ 
 

 

 

 

 

 

 

１．日  時 2021年 6月 24日（木）～26日（土） 

       11:00～20:00 （※最終日は～17:00） 

２．場  所 JR上野駅中央改札外グランドコンコース 

３．主  催 東日本旅客鉄道株式会社盛岡支社 

４．運  営 JR東日本東北総合サービス株式会社 

５．協  力 岩手県 

６．実施内容 

（１）盛岡のソウルフード『福田パン』を新幹線で運びます！ 

   市民に愛される盛岡のソウルフード『福田パン』を、盛岡 9:06発の 

はやぶさ 108号で運び皆さまに販売します。『福田パン』はしっとり 

ふわふわのコッペパンに様々なクリームをサンドしているのが特徴で、 

毎日６種類ずつを販売予定です。 

   ※販売時刻は 13:00頃を予定しています。 

（２）岩手の農水産加工品、菓子、地酒等を販売します！ 

岩手県内の事業者 9社が出店し、約 200品目の商品を販売します。 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   胡瓜とピリッと辛い南蛮を
麹たっぷりの味噌で絡めて
います。カリコリっとした歯
ごたえと甘辛い味噌が食欲
をそそります。 

釜石産の肉厚わかめと岩手県
内で収穫されたわかめ・茎わか
め・こんぶ・ふのりを使用した
海藻サラダです。 
 
商品説明 

 

【黒豆ケーキ】 

「いわて産直市」会場位置 

 ＪＲ東日本盛岡支社では、4月 1日から開催中の「東北デスティネーションキャンペーン」の一環と

して、6月 24日から 6月 26日までの 3日間、上野駅で「いわて産直市」を開催します。 

今回の催事では、盛岡のソウルフードである『福田パン』を東北新幹線で運び販売するほか、岩手の

農水産加工品、菓子、地酒等を販売します。また、約 1年ぶりのＳＬ銀河運行再開を記念し、釜石沿線

で働く社員のおすすめ観光スポットを紹介します。 

ぜひこの機会に、いわての魅力ある地産品をお楽しみください。 

『福田パン』 

【海藻サラダ】 【青なんばんみそっこ胡瓜】 

【販売商品の一例（おすすめ商品）】 

 

 

岩手県産の黒豆をたっぷり使用
したバターの香り豊かなパウン
ドケーキです。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

７．その他 

 （１）ＳＬ銀河運行再開を記念しおすすすめの観光スポットを紹介します。 

約 1年の点検整備を終え、8月 21日（土）より C58型 239号機が、“ＳＬ銀河”として 

釜石線で運行を再開します。この運行再開を記念して、釜石線沿線で働く当社社員等が 

ＳＬ乗務用の制服を着用し、岩手県内の観光スポット等を紹介します。 

※こちらの企画は 6月 25日（金）のみ開催します。 

 

 （２）オリジナルトートバックプレゼント 

3,000円（税込）以上お買い上げのお客さまに 

「東北ＭＯＮＯ」のロゴをデザインしたオリジナル 

トートバックを差し上げます。 

※対象は１回のお買い上げのお客さまに対し、レジで差し上げます。 

数量限定、バックの色の指定は出来ません。（合算は対象外） 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

【オリジナルトートバック】 

※画像はすべてイメージです。 

※内容は変更となる場合があります。 

【こビール】 【生うに（瓶入り）】 

岩手の夏の味覚の代表格、甘
く濃厚な磯の香りが口いっぱ
いに広がります。キタムラサ
キウニの販売となります。 

「こびる」とは岩手の方言で、「ち
ょっと休憩」「おやつ」という意味
があり、ちょっとゆったりしたい時
にお勧めのビールです。ホップ
の香りと苦みのバランスをお
楽しみください。 

 

【未来豊饒（みらいほうじょう）】 

天然水醸造のオーガニックセゾン。
柑橘系の華やかなアロマと穏やか
なモルトの甘みがあり、長めの熟成
期間で、複雑な味わいでありながら
も軽快感があるビールです。 

 

【参 考】 「IWATE BEER」企画概要 

ＪＲ東日本盛岡支社では岩手県内11社のクラフトビール事業者と連携し、岩手県産ホップを使用したクラフトビールを順 

次発売します。日本一のホップ生産量を誇る岩手県では、生産量・就農者数が年々減少している中、クラフトビー 

ル事業者は年々増えており、ビール愛好家が各地を訪れるなど地域の重要な観光資源となっています。  

今回の取組みを通じて地域の産業振興・活性化、交流人口拡大を目指します。 

 【共通ロゴ】 


